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土魂風才
【本年度の学校経営方針】 Challenge to Change

～持続可能な社会を目指して～ Well-Beingな社会へ

「変化への挑戦」～Try ＆ Error ＆ Solution 3学期始業式学年代表挨拶

遅ればせながらではありますが…。改めまして、「新年明けましておめでとうございます」。

とは言え、すでに1ヶ月が経過し、お正月を迎えたのも遠い昔のように感じてしまいます。
中学校においては、1月14日（水）から3学期がスタートをしました。始業早々に、私立高校

の推薦入試面接等も行われ、受験モードとなっています。始業の挨拶でも触れましたが、3
年生にとっては、卒業までの残りの期間は本当に大切な時間となります。学習は当然としな
がらも、何よりも大切なことは「体調管理」です。入試当日にこれまで積み重ねてきた取組
を十分に発揮できない状況だけは避けなければなりません。そのためには、学校のみなら
ず、ご家庭のお力添えも必要となってきます。特に、「睡眠」と「食事」にはご配慮いただき、
お子様の基本的生活習慣の環境づくりにご尽力を賜りますようお願いいたします。
さて、年度末にあたり、この1年間の教育活動の振り返りを行っております。保護者・生徒・

教職員からの教育評価結果を受けながら、更に、結果に対して深掘りする記述式のアンケー
トを三者に実施しました。その貴重な「評価」「アンケート」を踏まえながら、教職員は各学
年・分掌での年度末反省、保護者においてはＰＴＡ役員会、地域においては学校運営協議会
による「熟議」を踏まえながら、「保護者・地域住民・教職員」の思いや願いを整理してまいり
ました。その過程は子どもをまんなかに進むべきベクトルを揃える営みであり、個々の考え
や立場・役割の違いがあったとしても、現状の成果や課題を踏まえ、同じ頂を共に目指すこ
とが大切です。それら方向性を次年度の経営方針へつなげて参りたいと思います。
なお、本年度の評価結果等は学校ＨＰに掲載しておりますので、地域の皆様にもご覧いた

だけると幸いです。
今年は、午年（うまどし）であり、60年に一度の丙午（ひのえうま）の年でもあります。馬を

象徴するように、前進や開運を意味し、行動や独立を促し、ポジティブなエネルギーが期待
されます。一人ひとりが「自分らしく生きる挑戦」の年になり、豊かで幸せな1年となること
を期待しております。本年も、どうぞ、宜しくお願いいたします。

「行動面による判断」から「内面理解」～自己有用感を育む機会へ

2学期の授業改善に向けて

道の駅「マナー学習」より

北海道中学生スピードスケート大会報告
及び全国大会出場 表敬訪問より



※日常的に子どもの人間関係の悩みを掌握すること
が大切である。

※「協力・助け合い」の原動力を育みたい。
※「意欲」を「行動」につなげることが大切。
※より良い人間関係を築く上で、周囲の大人がロール
モデルとなる必要がある。

※子どもの思いや意見を受け止める大人の存在が大
切であり、そのことが子どもを変容させていく。

※デジタルデバイスの活用をどこまで・どのように認
めるかは難しい課題である。

※地域学習や地域とのつながりに対する意識が高
まったことは喜ばしいことである。先生方の意識の
変化やコーディネーターの存在が大きい。

※総合的な学習は、地域との触れ合いを通して、子ど
もが「協力・助け合い」を発揮する学習機会として大
切である。地域の色々な人と出会ってほしい。

※正しいことが正しいと言える集団づくり。
※自律を促す上で、生徒会活動は大切にしてほしい。

本年度も、冬休み中に生徒の学習等の場所として、学校を「ウォーミン
グ・スペース」として開放いたしました。12月25日（木）・26日（金）と1月5日
（月）・7日（水）・8日（木）の計5日間です。延べ13名の生徒が利用し、冬休み
の課題や入試に向けた学習、面接練習等、個々で様々な課題・テーマをも
ちながら、主体的に学んでいる様子が見られました。
特に、受験を控えた生徒は、出勤している先生等に質問や面接指導等を

受けながら、充実した時間を過ごしていました。
次年度も、夏休みも含め、長期休業中に学校を学習スペースとして開放

し、子どもたちが自律的に学習ができる環境づくりに取り組んで参りたい
と思います。送迎等、ご尽力・ご理解を賜りました、保護者の皆様方に感謝
申し上げます。子どもたちにとって、良い取組となっております。

【学習面】学びに向かう力の育成

【生活面】自己肯定感を育む

望ましい人間関係の構築
自己・他者理解を高め、多様な価値観の尊重
地域・社会とのつながりを図る成功体験の創出
自己判断・自己決定の場の提供

令和8年度学校経営方針へ

【成果】
子ども～①「自己成長の実感」と「挑戦する意欲の向上」

②「主体的な学びへの意欲」
③安心・安全な学校生活

保護者～①学校の改善姿勢に多雨する理解と安心感
②学校教育活動への関心の高まり
③子どもの成長への肯定的な受け止め
④地域・外部等とつながる大切さの再認識

教職員～①生徒の自己肯定感と挑戦意欲への向上
②学校経営・各種教育活動への理念浸透
③地域・外部との連携強化

【課題】
子ども～①集団における「協力・助け合い」の希薄化

②人間関係の悩み（疎外感や孤立等…）
③学習の難化とＩＣＴ環境

保護者～①家庭学習（内容）へのサポートの限界
②思春期特有のコミュニケーションの取り方
③デジタルデバイスとの付き合い方
④学校との心理的距離

教職員～①集団における「協力・助け合い」の低下
②教職員自己評価の低さと多忙感
③学習・生活習慣の家庭との温度差

教育評価結果とその結果をご覧いただいた感想や意見等を踏まえ、「成果と課題」として整理させて
いただいたものが上記となります。子ども自身は自分たちの成長を振り返り、保護者の皆様には「家庭教
育」、教職員は「学校教育」を振り返ることで、同じ方向性・ベクトルで、こどもまん中のより良い成長を促
す資料として、皆様方と共有できればと思います。項目のみで詳細が伝わりきらない面もあると思います
ので、何かご不明な点がございましたら、学校までご連絡をいただければ幸いです。

上記結果を「熟議」
学校運営協議会にて～Ｒ８，１，１9 ＰＴＡ役員会にて～Ｒ８．１．１５

来年度、４月から本校に入学予定の町内6年生が小中
連携事業の一貫として、「体験授業」のために来校されま
した。52名の入学者（10月段階）が予定されており、今か
ら、楽しみです。
中学校と小学校の違いもあり、事前に体験授業を経験

することで、少しでも、中１ギャップが解消されればと思
います。当日は、国語と音楽の二つの授業を受け、楽しそ
うに積極的に学んでいる姿が素敵でした。
次回の来校は2月。入学説明会を兼ねております。今回

の体験が、中学生に向けて良い準備をするきっかけにな
れば幸いです。※情報及びデジタルデバイスと、どのように付き合っ

ていくかは大きな課題である。
※教育評価の取組や学校からの情報提示により、教育
への関心が高まり、同じ方向に向かっている実感が
ある。

※学校と家庭との距離は、小学校とは異なり、子ども
の自律と同様に、ある程度の距離は必要と考える。
（課題やトラブルがあるときは別として…）

※何かあれば学校への連絡や情報共有は今後も大切
である。

※親と子の距離間は中学年代は難しく、子ども自身が
自律的に行動・判断できるようになってほしい。一方
で、どのように自律を促していくかは難しく、学校と
協力しながら進めていきたい。

※様々な情報が容易に入手することができる環境と
なり、情報の子どもの受け止めが心配である。

※授業の中で、意図的に意見や発言する機会を設け
ることで日常生活につなげてほしい。

年度末反省職員会議等…



進学への準備～面接練習

1月21日（水）全道大会に出場した本校8名の生徒が大会報告並びに全
国大会出場の表敬訪問を高木町長さんに行いました。
今大会の成績と全国大会出場への思いを一人ひとりお伝えしました。3

年生にとっては、最後の大会。1年生は次年度出場への決意等…。全国に
出場する生徒が1月31日（土）から始まる大会で最高のパフォーマンスを
発揮することを期待しております。高木町長さんからは、「本町の代表・北
海道の代表として頑張ってほしい！」と激励のお言葉をいただきました。

山田会長、大野副会長、
西部・相澤書記、植木議長
服部副議長 宜しくお願いします。

学級対抗PTAミニバレー大会開催

９月５日（金）後期生徒会役員選挙が行われました。
後期より２年生が主体となり、本校の生徒会活動を牽引してくれる代表者です。
立候補者の立会演説会では、皆さんから述べられたテーマは「笑顔」「楽しく」

「過ごしやすい」といった言葉です。皆で一緒に良い学校を創っていきましょう！

士幌町教育研究大会 ｉｎ 中央中学校

長期休業中はお子さんの様子に変化が多く見られる時期でもあります。既に、学校より配布している『主な相談窓口
（北海道）』を参考にしていただき、何かありましたら、学校のみならず関係機関にご相談ください！

１年生の音楽「器楽」の授業で、辻さんにお越しい
ただき、子どもたちに箏の演奏のご指導をいただき
ました。最初は子どもたちも、ぎこちない様子でした
が、分かりやすく丁寧に説明いただき、あっという間
に上達していきました。左手のピッチカート（すくい
爪）を使って、伴奏をしながら、「さくらさくら」を演奏
することができました。また、本物の箏の音色や響き
を聴けたことも、子どもたちにとって、貴重な経験と
なりました。専門的な知識や経験のある方に、この
ように学校教育に携わっていただけることは、子ど
もたちにとって大変幸せなことです。同時に、先生
方にとっても、大変、有り難いことです。感謝申し上
げます。

1学年士幌探究学習～続「職業人講話」～最終回～

困った時はＳＯＳ～様々な相談機関があります！ ～一人で悩まないでくださいね

「ふるさとを探求する」
足寄町探求（兼 宿泊学習）
職場体験学習
修学旅行準備（他市町村比較）等

３年間の学習や「しほろみら
いトーク」等を踏まえ、１０月７日
に高木町長さんをはじめ、地域
関係者に「まちづくり発表会」を
行いました。箱物設置だけでは
なく、町民一人ひとりが当事者
意識をもって、まちづくりに参画
することの大切さを学びました。

3学期始業式の翌日15日から私立高校の推薦面接試験が
始まりました。2学期から、しっかりと面接試験の準備を行っ
てきました。放課後も生徒同士で練習している様子も…。
面接練習を通して、子どもたちから「志望校の理由」や

「将来の夢」など、様々な思いを聞かせてもらっています。
一人ひとり、しっかりとした考えをもち、自分の言葉で自分
の良さをいかして伝える姿は、本当に頼もしい限りです。皆
さん、素敵なところが沢山あり、自信をもってほしいです。

12月号でもお知らせをさせていただきました中学1年生を対象とした
「職業人講話」。感染症等で延期となりましたが、最後にご講話をいただ
いたのは、「FOREX森産業」森 雅三 取締役会長さんでした。
ご自身のこれまでのご経歴から現在の会社を立ち上げるまでの過程、

苦労されたこと・大切にされてきたことなど、中学生にも分かりやすく、ま
た、心に響くお言葉を沢山いただきました。
ほんの一部ではありますが…、「日本で生活できていることが幸せな

ことであり、その幸せを感じられるかどうかが大切です。」「一人ひとりそ
れぞれが、１つでも自分に自信がもてるものがあれば、それでOKだよ。大
丈夫だよ。」「人生の楽しみ方、楽しむ術をもってほしい」等、子どもたちの
みならず、我々教職員にとっても、勇気が出る・温かい内容でした。
士幌町にとって誇れる企業であり、子どものみならず、地域の皆様方に

も知っていただきたいとの思いも伝えられていました。
士幌町でご活躍されている「職業人」の皆様方はまだまだ沢山いらっ

しゃいますが、今回の講話を通して、働くことが単に収入を得るためのこ
とだけではなく、地域に貢献すること。人の生活を豊かにすること。人を
笑顔にすること等…、多くのご示唆をいただきました。
子どもたち一人ひとりの良さがいかし・いかされ、将来、社会で活躍で

きることを期待したいと思います。お力添えいただきました、関係者の皆
様に感謝申し上げます。有り難うございました！！

第１回 寿し大洋 店主 川 崎 康 様
第2回 士幌町役場総務課 渡 邊 和 香 様
第3回 森産業代表取締役会長 森 雅 三 様
※インフルエンザの年閉鎖により、1月に延期させていただき
きました。日程変更等、御協力を感謝いたします。

第4回 at LOCAL代表取締役 堀 田 悠 希 様



期 日 主 な 行 事 期 日 主 な 行 事

１日（日） 全国中学校スケート大会ｉｎ長野
（１月３１日～２月３日まで） 英検二次試験

１6日（月） 新入生入学説明会

４日（水）
全学年学力テスト 校内研修
分掌・学年部会（年度反省予備日）

１７日（火） 私立高校一Ｂ般入試日（～１８日）

６日（金） 漢字検定試験 １８日（水） 定例職員会議（Ｒ８新年度経営方針素案）

１０日（火）
公立高校推薦入試日
年度末反省職員会議（１日目）

１９日（木） 標準学力検査（１・２年）

１２日（木）
１・２年学年期末テスト
年度末反省職員会議（２日目）

２４日（火） 第５回学校運営協議会

１３日（金）
私立高校Ａ一般入試日（～１４日）
数学検定試験

２５日（水） 生徒会活動日

今年度は、穏やかな年末・新年でした。２月は
学校的にはまとめの時期です。３年生は特に、進
路が控えており、何よりも大切なのが「健康」で
す。規則正しい生活習慣を意識していきましょう。

栄光の軌跡 新年を迎え、年明け早々から、冬季スポーツの全道大会が開催されて
います。改めてではありますが、学校便りは中体連並びに本校の部活動
を中心に掲載しておりますが、各種クラブや習い事で多くの子どもたち
が活躍をしていることを嬉しく思います。

方面秋季大会より
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